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大項目 中項目 ４ 
応用レベル 

３ 
いずれか達成 

２ 
やや達成 

１ 
学習済み 

0 
克服すべきレベル 

研究分野の知識 

 
法・政治・社会・文化等の研究分野

に関する基礎的知識の修得。 

研究分野に関する基礎的な

知識が身についており、資料

等が手元になくとも、いくつ

かのものについては自分だ

けで解説できる 

研究分野に関する学んだ基

礎的知識のうち、いくつかの

ものについては、資料等が手

元にあれば、自分だけで解説

できる。 

研究分野に関する学んだ基

礎的知識の内、いくつかのも

のについては、教員等の支援

の下であれば解説できる。 

研究分野に関して基礎知識

を含む科目を、いくつか挙げ

られる。 

研究分野に関する基礎的な

知識は身についていないし、

身につける意欲もない。 

 
法・政治・社会・文化等の研究分野

に関する専門知識の活用。 
自分の専門分野に関する知

識のうち、いくつかのものに

ついては、状況に応じて自分

だけで解説できる。 

自分の専門分野に関する専

門書などの解説のうち、いく

つかのものについては、自分

だけで理解できる。 

学びを基にして、自分の専門

分野に関する本やインター

ネットの記事を読んだり集

めたりしている。 

自分の専門分野の科目につ

いて、いくつかは学び始めて

いる。 

自身の専門性が曖昧で、その

うえ、学ぶ意欲もない。 

問題探究・調査・
解読能力 

国・地域・社会が直面している諸課

題（右では「諸課題」という。）を自

ら発見・調査・分析する能力の修得。 

諸課題を理解し、既に得られ

た知識や、必要な資料・情報

等を読み解いて、新しい知見

を得ようとしている。 

諸課題の内、いくつかのもの

については、自分の専門分野

では非専門とする者よりも

必要な資料・情報等を読み解

くことができる。 

諸課題を解決するために必

要な資料・情報等は、所在を

知っている、あるいは、他の

学生や教員等の協力があれ

ば発見できる。 

諸課題に関心を持っている、

あるいは調査・分析する方法

は知っている。 

諸課題について関心がなく、

調査・分析する方法がわから

ない。 

課題解決の実践
力・提案力 

 
地域の諸主体と共に国・地域・社会

が直面している諸課題（右では「諸

課題」という。）を解決する実践力、

調整力の修得。 

自分の専門分野における諸

課題を解決するため、地域の

諸主体と共に、その対象にあ

った解決方法を自ら提案し

ながら活動している。 

自分の専門分野の諸課題を

解決するため、地域の諸主体

の活動に参加するか、地域の

諸主体と共に解決しようと

取り組み始めている。 

自分の専門分野における諸

課題を解決するため、自分の

得た知見を社会の中で役立

てようとする意欲がある。 

自分の専門分野における諸

課題や、共同すべき地域の諸

主体についての知識を学ん

でいる。 

自身の専門性が曖昧で諸課

題を認識することに関心が

ないうえ、地域の諸主体の活

動に参加する意欲がない。 

創造するための学
際的な応用力 

 
社会の構成員（個・集団を問わず）

の価値を尊重し、相互に暮らしやす

い社会を作り出す創造的な提案がで

きる能力の修得。 

社会の構成員の多様な価値

観をもとに、相互に暮らしや

すい社会を作り出すため、多

角的な視点から、あるべき社

会の形を提案することがで

きる。 

社会の構成員の多様な価値

を尊重する重要性を理解し、

あるいは、複数の分野の科目

を学際的に履修したことを

活かして、社会へ活かす方法

を考えている。 

複数の分野の科目を学際的

に履修して視野を広げ、諸課

題について考える意欲があ

る。 

社会の構成員には様々な価

値が存在することを理解し、

そのことに起因する諸課題

があることを学び始めてい

る。 

履修した分野が狭く、自身と

異なる立場の価値観につい

ては、全く関心がない。 

表現力・コミュニ
ケーション能力 

 
修得した知識、考察した結果、実践

した成果や評価（右では「成果や評

価」という。）を第三者に伝えたり、

第三者と議論できる能力の修得。 

成果や評価を第三者に効果

的に伝え、多様な主体と議論

することができる。 

成果や評価の共有や議論を

通して、いくつかのものにつ

いては、第三者に効果的に伝

えることができる。 

成果や評価のうち、いくつか

のものについては、他者とと

もに成し遂げることができ

る。 

成果や評価を他者に伝えた

り、共に学ぶ重要性は学ん

だ。 

成果や評価を他者に伝える

必要性を感じないばかりか、

そもそも他者と共に活動す

る意欲がない。 

＊	 大項目はAP、DPに対応する内容を簡略化したもの． 
＊	 中項目は「大項目」の下位に属する具体的な説明． 


